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太陽黒点数の変動と

世界の年李均気温＊

荒． 川 秀 俊
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　太陽黒点数の変動が気温や降水量などの変化と関係が

あるといろよろなことがいい出されてからすでに一世紀

になんなとしている．．しかし多くは片々たる研究で多く

信頼を置くことができないが，W．K6PP㎝が1873年

に発表した論読は未だに光輝を放っている．

　私はここでは局地の気温でなくて，全世界にわたる年

亭均気温と太陽黒点数の変動とが，かなり組織的な相関

関係をもっていることを指摘したい．

　太陽黒点数の変動については，1749年ころからの分

が“理科年表”その他に記載されている．いま太陽黒点

数の年李均値を書きとって，3年ごとの黒点数の移動李

均値をもって，中央の年の太陽黒点数の李滑値とする．

かくしてえられた1750年から1950年までの太陽黒点

数の経年変化の表から，黒点数が極大または極小に達し

．た年次と，その年の李滑された太陽黒点数を列挙してみ

ると，・第1表のよ5になる．

　つぎに局地の気温では，あまりに変動が大きくて困

るので，肚界全体の年亭均気温を目安にしてみよう．

まがりなりにも世界全体の年干均気温を計算した人に

W．K6PPenとHumphreysとがある．K6PPenは1750～

　　　　第　1　表　　　　　1871年までにつき，一

その年1750～1819年の分は・
の黒点
数（李ヨーロツパでの観測と，

欝堺合姻の襯だげ・

・、　〔

へ『　一

黒点数1その年
極大の1の黒点
起った　数（耶
年　　　滑した
　　　腫）

黒点数
極小の
起った
年

1750　　　　70．7　　1755
1761　　　　70．〇一　工765

1770　　　　96．2　　1775

1778　　　124．3　　1784

1788　　　127．0，　1798

180β　45．21810
1816　　　　40．8　　1822

1829　　　　66．8　　1833

1837　　　121．0　　1843

1848　　106．2　　1855
1860　　　88．9「　1866

1871　　　117．3　　1878

1883　　　　62．3・　1889

1893　　　　78．6　　190工

1906　　’　59．8　　1912

1918　　　　82．7　　1923

1928　　　　70．6、　lg33

1938　　　104．3，　1943

1948　　　141．α

　　　を使って年亭均気温を
10．7
2219求め，また1820ん1871
19．1
工9．0年の分は更に広～’世界

5・8全体にわたる年李均気
1．3

4．1温を求めて報告してい
16．416．6　る・Humphrey「sは1そー

10．5の著善に1872・一1920
18．0
7．2年の全世界の年李均気
6．7

　　温を記載している．こ5．7

3．6の二人の報告をいっし
工2．3

8．5よにすると1750’》1920

18・8・年ゐ約170年にわたる

　　全世界の年李均気澄が

えられる．それを第2表に示しておいた．

．　、，

　　　第2表　全世界の年卒均気温の累年偏差表（単位はOC）

（1750’》1819年の分はヨー・ツパと北米合衆国の分のみのZF均で，・

1750～1871年の分はケツペン＊＊，1872｛4920年の分はハンフリース＊＊＊に從う）
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変動と全世界の年李
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ず手始めに太陽黒点

数が極大に達した年

次を起点として，第

2表に示した全世界一

の年李均気温の偏差

を第3表のように並
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　　　　極小に達した年をすぎると，また全世界の李均気温は転

　　　　　落して偏差が負≧なるのを見ることができる．そρ相関

＼（、

黒点数極大
年からの年数

　　πニ

黒　点　数　櫓　大　期

一5　　－4　　－3　 －2　　－1

黒点数の

極大の年

糠購す・繭砺孤伽鋼
全世界の李均気温の偏差は黒点数の増大期には，小さな

庄の値から徐々に負に転じ，黒点数極大の年には」0．14

0Cとなり，黒点数の減少期には再び正の値にかわるの・

がわかる．かくて全世界の年李均気温の偏差は太陽黒点

　　　　　　　第3表
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数が極大の年には負になり，極小の年には正の値をと，

り，黒点数のサイクルと，世界の年李均気温めサイクル，．

≧は相対応して変動しているように見える1しがし奉が態

ら，第3表に示したよろに標準偏差の方が，黒点数の壌』

黒点数極大年を起点としわときの世界李均気温と黒点数の変動との相関関係
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　減に応ずる世界の年李均気温の変動よりも大きいから，

　この結論を確実といいきりかねる点もある．

　　さてSchwabeが太陽黒点数のサイクルが惑星の木星

　の公転周期に近いことを見出してから，木星の起潮力が

　黒点数のサィクルを起す原動力であろ5と想像され，実

　際H．Fritzは1866年にこの仮設を提出している．こ

　れをPlanetary　hypotheSisと㌧・引

　　1954年6月　　　，　　　　．』　、
　　　　　　　　　　　　ろLイ　』』』』“』「－．、』』』二上ヤ，親藁．，1，．ご．、．壷，、

1、

　近年凶作その他の長期予報の問題と関蓮して7年・》13・

年周期が盛にとりあげられている．これは次ぎのよろに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しロ

恵欝欝職・・瀬躍
期，12年周期，13年周期があらわれる根源はこの黍婚1、辮

示されたごとく，7年～13年たつと諸惑星がほ・とノ》ど㌧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ヅ稼
同じ位置に還るから地球上の気候変動もそれに応じ嵐お、

　ロヘペ

、1ご，、。，．、1傷鼠，；，1
1☆。紫・㌧刊，、鳶≧，ヤ許氏滋轍；捻誓

　鞭
　纐
　講

ピ　　マヨ

　響
、　選

　覇
　餐

　　！

　襟　，葺∫3　－rl蓄，

》　乳　　試

　慧

　．樋

’　琴

　ヅ鳶



　　　　ロ　　　　　　　　　司　　　　ロ　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　48

鮮’． 第　　4　・表、

微
， 太陽惑星 水　星． 金　星 地　球 火　星 木　　星 土　　星

．．公転周期（年y

5年周期
．6年周期
7年周期
8年周期
・9年周期
10年周期
ユ1年周期
12年周期
13年周期

0．2408 0．6152 1．000 1．8809　　　　　　11．862

×21＝＝　5．06　　×　8二＝　4．92

×25＝　6．02　　×10＝＝　6．15

x29＝　6．98　　×11＝＝　6．77

x33＝7．95　　x13＝　8．00
×37＝　8．91　　×15＝　9．23

×42＝10．11　　×16＝9．84
×46＝11．08　　×18＝＝11．07
×50＝12．04　　　×20＝＝12．30
×’54＝＝13．00　　×21＝12．92

×5＝5．00
×6ニ6．00
×7＝7．00
×8＝8．00
×9＝9．00
×10＝・10．00

×11＝11．00
×12＝＝12．00

×13＝・13．00

x3＝5．64
x3＝5．64
×4＝7．52
×4＝7．52
×5＝9．40
×5＝9．40
×　6＝＝11．29

×　　6＝11．29

×　7＝＝13．17

　　　　一
　　　　一
　　　　一
　　　　一
　　　　一
　　　　ハ×1＝・11．86
×　　1ニ11．86

×1ニ11．86

基本周期に
対する最大

　　　 こると考えるζとはPlanetary　hypothesisに照して妥

　　・、一当・であろ5．5年～13年といろ基本周期に対する諸惑

　　　星の相対位置の最大偏差を％でしめすと，右端の行のよ

　　　ろになるが，7年～13年周期に対しては10％以下で

　　　あるげれども，6年以下および14年以上では最大偏差

　　　’が工0％以上に急増していることを見ることができる．

　　　すなわち7年一）13年周期は一つのBand　spectrumと
　覧h　なっ乙てLぐるわけである．

　　　　同様の論理で土星の公転周期29．458年にちかいとこ

　　’，ろに，気候変動の周期群（いわゆるBr伽knerの周期）
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還つてくるというだ晩その相対位置は段々くずれて

　　　くる．そのずれは年数と共に積算されるのであるから，
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7年～13年周期も長年月のうちには同じものが便えず，

また別の周期にのりかえねばならなくなることも，理の

当然であろ5．
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　　　　　・、　雨滴による果樹園の土壊侵蝕
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識一筆　植物の葉から落下する水滴は雨滴に較べて割合に大き

　　い』こうい5大きな水滴が地表に落ちると地表面は衝撃

　、 ・られたりあるいは落葉があったりするので，上にある植

　　、物からの落下水滴の影響もかなり軽減されるだろろ．
　1・一ん　　『

　　　　しかし果樹園の場合は我国では地表の雑草もきれし．・に

　　取り沸らわれているので，林地の土壌侵蝕の時とは異っ

　　た檬相を呈する．我国の果樹は面積にしてその64％ま

　　でが傾斜地に植裁されているので，衝撃侵蝕と表面侵蝕

譲☆ヨとが相加され多量の土砂が園外に蓮び出されている・

臨また果樹園では施肥除草などのために表面の土壌を中

蕪難ノ耕したり堀られたりするので，軟柔な地面の優蝕には時

し繊襯騒件となるものである・

．一難“1林木¢場合，樹形は自然形であるが，果樹は整枝を行
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ぢので，自然の樹型と多少相違することが多い．また樹

冠も単独の場合がほとんどであり，林地にみられる樹冠

とはなはだしい差異が認められる．従って降下した雨に

よる樹冠保留量も当然違ってくる．

　最近果樹園では叢生栽培が行なわれるよ5になったの

で従来行なわれていた清澤栽培に較べて土塞健蝕の度合

も減少していることだろ5．

　本報では主として各果樹の茎葉より落下する水滴につ

いて考察することにしよろ．葉より落下する水滴を葉

滴，茎より落下する水滴を茎滴と呼ぶことにした．また

廿世紀の梨園を対照として昭和28年5月より10月まで

葉滴，茎滴を調べたが，水滴の粒度分布の測定は丸山氏

による濾紙法を探用した．

　その方法は東洋濾紙No．2を使用し，測定前にあらか

じめウォタープルーを用いて処理しておいた．水滴の観・
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